
近隣アジア諸国を中心とした海外における口蹄疫の発生状況

注１ 国の全土が、ワクチン接種清浄地域及びワクチン非接種清浄地域により構成されている。アルゼンチン、エクアドル、ボリビア、カザフスタン、ブラジル、台湾の6カ国
注２ 非清浄国には、その一部にOIEが公式認定するワクチン非接種清浄地域／ワクチン接種清浄地域を含んでいる国を含む。

2019年3月4日現在

・ 本病は中国、韓国等の近隣諸国で継続的に発生しており、人や物を介した我が国への侵入リスクは依然
として極めて高い状況。

・ 侵入防止措置として水際検疫体制の強化に加え、アジア全体での発生の抑制が重要との観点から、アジ
ア地域の防疫を支援する事業を実施。平成23年より年1回「口蹄疫防疫及び高病原性鳥インフルエン
ザに係る日中韓等東アジア地域シンポジウム」を開催し国際的な連携を強化。

【ロシア（極東ロシア及びザバイカリエ地方に限る）】
O型 直近の発生：ザバイカリエ地方

2019年3月8日

A型 直近の発生：ザバイカリエ地方
2014年9月11日

【中国】
O型 直近の発生：新疆ウイグル自治区

2019年3月26日

A型 直近の発生：貴州省
2018年1月2日

【北朝鮮】
O型 直近の発生：江原道

2014年3月14日

【台湾】
O型 直近の発生：台中市 2013年 5月27日
A型 直近の発生：金門県 2015年 5月14日

【香港】
O型 直近の発生：2016年8月

【韓国】
O型 直近の発生：忠清北道 2019年1月31日
A型 直近の発生：京畿道 2018年4月1日

＝ワクチン非接種清浄国（68か国）

＝ワクチン接種清浄国（2か国）

＝複数の清浄地域により全土が構成
されている国（6か国） （注１）

＝非清浄国（注２）

＝非清浄国のうち、2008年以降OIEに

口蹄疫の発生の通報があった国

【モンゴル】
O型 直近の発生：アルクハンガイ県

2018年5月28日

A型 直近の発生：ゴビスンベル県
2016年7月16日

近隣アジア諸国を中心とした海外における口蹄疫の発生状況
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• 韓国等東アジアにおける口蹄疫の発生を受け、国内への侵入を防ぐため、空港および港での入国者の靴底
消毒・車両消毒や、旅客への注意喚起や動植物検疫探知犬を活用した抜き打ち検査などの動物検疫措置に
ついて一層の強化・徹底を実施。

• 平成23年４月の家畜伝染病予防法の改正に伴い、本病の発生国からの入国者に質問を実施したり、携帯品
の検査や必要に応じた消毒を実施することができるようになるなど、ウイルス侵入防止措置をより一層強化。

発生国・地域 国際空港および港における旅客に対する水際対策

Q 1. 
過去1週間以内に牛、豚、
鶏などの家畜に接触したり、
牧場、と畜場などの畜産施
設に立ち寄りましたか？

Q 2. 
家畜やその糞尿、牧場等の
土に触れた衣類や靴などを
所持していますか？ ハム、
ソーセージなどの肉製品を
所持していますか？

Q 3. 
日本国内で、1週間以内に
家畜に触れる予定がありま
すか？

（必要に応じ、英語、中国語、
韓国語等を記載した資料を使用）

消毒マットを用いた
靴底消毒

動植物検疫探知犬による
手荷物検査

動物検疫に関する
注意喚起

発生国からの入国者への
質問の実施

口蹄疫等の侵入防止のための水際検疫の強化
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○ 動植物検疫探知犬は、旅客の手荷物の中から動植物検疫の対象となるものを嗅ぎ分けて発見し、畜産物や農
産物の不正持込の摘発に貢献。 ※全国で検疫探知犬33頭を導入（ビーグル31頭、ラブラドール・レトリバー2頭）

日本における動植物検疫知犬の概要

★
★

★★★
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ハンター
（♂）

リトルマン
（♂）

中部国際空港

タンク
（♂）

アリーシャ
（♀）

福岡空港

次郎
（♂）

新千歳空港

ナイトロ
（♂）

ロキシー
（♀）

シーザー
（♂）

ラスティー
（♂）

那覇空港

ハーパー
（♀）

ビーン
（♀）

川崎東郵便局

ニール
（♂）

バッキー
（♂）

ダブ
（♀）

フジ
（♂）

ルイ
（♀）

東京（羽田）国際空港

タリー
（♂）

ジャグ
（♂）

ティナ
（♀）

ギャリー
（♂）

メグ
（♀）

ボタン
（♀）

成田国際空港

ソラ
（♀）

ジン
（♂）

蘭
（♀）

ボウ
（♂）

セシル
（♂）

タロウ
（♂）

モモ
（♀）

アルバート
（♂）

バイユー
（♂）

関西国際空港

三郎
（♂）

柚
（♀）

日本における動植物検疫探知犬の概要
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携帯品で持ち込まれた輸入禁止品の実績（平成26年～30年）

57,213
62,742

84,025

94,522 93,957

H.26 H.27 H.28 H.29 H.30

携帯品による輸入禁止品の件数

※平成30年は速報値

12,747
14,568

25,333

33,789
31,191

H.26 H.27 H.28 H.29 H.30

検疫探知犬による摘発件数

順位 国名 件数

１ 中華人民共和国 42,280

２ ベトナム 13,224

３ 大韓民国 7,406

４ 台湾 6,461

５ フィリピン 5,677

平成30年における輸入禁止品の仕出国（上位５か国）

対象物を発見すると、

座り込んでハンドラーに知らせる

ハンドラーからの知らせを受けた

家畜防疫官が手荷物検査を実施
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